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第 3日目 6 月 13 日（土） 第 1会場 1Fメインホール

スポンサードシンポジウム4 9:10～11:10

JDA-Novartis Partnership Education Program 2026
―Learn from Global Top Experts for Dermatology―
…………………………………………………………………座長：藤本 学（大阪大）

大山 学（杏林大）
オープニングリマークス 藤本 学（大阪大）

SSY4-1． Vitiligo treatment from the Bronze Age to the Age of Biologics：New hope for an ancient
disease

John E. Harris
Department of Dermatology, Mass General Brigham, Boston

SSY4-2． Decoding the cellular building blocks and tissue niches of human skin
Muzlifah Haniffa1,2）

Cellular Genomics Programme/Wellcome Sanger Institute, Cambridge1），Department
of Clinical Dermatology, the University of Cambridge, Cambridge2）

SSY4-3． New insights into the treatment of Androgenetic Alopecia
George Cotsarelis
Department of Dermatology, University of Pennsylvania School of Medicine,
Philadelphia

クロージングリマークス 大山 学（杏林大）

共催：ノバルティスファーマ株式会社メディカル・アフェアーズ本部

ランチョンセミナー22 11:20～12:20

炎症性疾患の病態を紐解く―皮膚筋炎・乾癬―
……………………………………………………座長：天谷 雅行（慶應義塾大名誉教授）

藤本 学（大阪大）

LS22-1． 皮膚筋炎の病態解明
沖山奈緒子〈おきやま なおこ〉
東京科学大学大学院医歯学総合研究科皮膚科学分野

LS22-2． 乾癬の慢性化の病態解明
柴田 彩〈しばた さやか〉
東京大学大学院医学系研究科皮膚科

共催：常盤薬品工業株式会社ノブ事業部
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会頭講演 12:30～12:50

12 : 30～12 : 50
PL． 皮膚科学を楽しむ

奥山 隆平〈おくやま りゅうへい〉
信州大学医学部皮膚科学教室

特別講演4 12:50～13:30
座長：藤本 学（大阪大）

12 : 50～13 : 30
SL4． 医療政策と診療報酬

松本 吉郎〈まつもと きちろう〉
公益社団法人日本医師会会長

土肥記念国際交換講座 13:30～14:05
座長：藤本 学（大阪大）

13 : 30～14 : 05
DML． Dermal melanocytoses and melanocytomas

Jean Bolognia
Yale University School of Medicine, New Haven

記念写真撮影 14:05～14:20

教育講演43 14:30～16:30

ダーモスコピーの基本
………………………オーガナイザー：外川 八英（千葉大）

皆川 茜（信州大，東京女子医大足立医療センター）

［レベル：Basic］
14 : 30～14 : 32 イントロダクション

14 : 32～15 : 01
EL43-1． 基底細胞癌のダーモスコピー像

眞部 恵子〈まなべ けいこ〉
高松赤十字病院皮膚科

15 : 01～15 : 30
EL43-2． 非メラノサイト病変のダーモスコピー（基底細胞癌以外）

東野 俊英〈ひがしの としひで〉
自衛隊中央病院皮膚科

15 : 30～15 : 59
EL43-3． 足底メラノサイト病変の鑑別

齊藤 奈那〈さいとう なな〉
信州大学皮膚科

15 : 59～16 : 28
EL43-4． 顔面，躯幹・四肢（生毛部）のメラノーマの鑑別について

石井 貴之〈いしい たかゆき〉
富山県立中央病院皮膚科

16 : 28～16 : 30 終わりに
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特別講演5 16:40～17:40
座長：奥山 隆平（信州大）

16 : 40～17 : 40
SL5． 生体の環境ストレス応答のメカニズムと病態―マウス研究からヒトの研究・宇宙の研究

へ―
山本 雅之〈やまもと まさゆき〉
東北大学大学院医学系研究科

イブニングセミナー19 17:50～18:50

自己免疫性皮膚疾患の課題と展望 ……………………座長：鶴田 大輔（大阪公立大）

ES19-1． 水疱性類天疱瘡：診断のポイントと病態に基づく治療戦略
氏家 英之〈うじいえ ひでゆき〉
北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室

ES19-2． Autoimmune Subepidermal Blistering Skin Disease：Burden, Unmet Needs and Care
Ulrike Raap
University Clinics of Dermatology and Allergy, Division of Experimental Allergy and
Immunodermatology, University of Oldenburg, Oldenburg, Germany

共催：サノフィ株式会社スペシャルティケアメディカル本部

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 2会場 1Fさくら

モーニングセミナー1 8:00～9:00

トラネキサム酸外用を再考する―高濃度製剤の必要性と臨床での位置付け―
…………………………………座長：山口 葉子（聖マリアンナ医大/株式会社ナノエッグ）

MS1-1． 高濃度トラネキサム酸外用の製剤設計と臨床応用の可能性
山口 葉子1,2）〈やまぐち ようこ〉
聖マリアンナ医科大学1），株式会社ナノエッグ2）

MS1-2． トラネキサム酸外用治療の臨床的位置づけ―症例蓄積と最近の高濃度外用の使用経験―
小林 美幸〈こばやし みゆき〉
聖心美容クリニック

共催：株式会社ナノエッグ
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教育講演35 9:10～11:10

重症薬疹というフロンティア―臨床を変える研究はどこから始まるか
……………………………………オーガナイザー：阿部理一郎（新潟大）

渡辺 秀晃（昭和医大横浜市北部病院）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 34
EL35-1． 重症薬疹における診療と研究の醍醐味

木下 真直〈きのした まなお〉
山梨大学医学部皮膚科

9 : 34～9 : 58
EL35-2． DIHS：臨床を変える研究

濱 菜摘〈はま なつみ〉
新潟大学皮膚科

9 : 58～10 : 22
EL35-3． SJS/TEN：臨床を変える研究

渡邊 友也〈わたなべ ともや〉
横浜市立大学大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学

10 : 22～10 : 46
EL35-4． Advances in the pathogenesis and management of Stevens-Johnson Syndrome and Toxic

Epidermal Necrolysis
Wen-Hung Chung
Department of dermatology, Chang Gung Memorial Hospital, Taipei＆ Linko

10 : 46～11 : 10
EL35-5． 薬疹研究への誘い

阿部理一郎〈あべ りいちろう〉
新潟大学

ランチョンセミナー23 11:20～12:20

Bio/JAKi Naïve患者さんへサイバインコという選択肢
………………………………………………………………座長：佐伯 秀久（日本医大）

LS23-1． アトピー性皮膚炎における『かゆみ』マネジメントの重要性～サイバインコの役割～
石氏 陽三〈いしうじ ようぞう〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座

LS23-2． 患者さんと共により高い治療ゴールを描く～サイバインコの実力～
天野 博雄〈あまの ひろお〉
岩手医科大学医学部皮膚科学講座

共催：ファイザー株式会社



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
１３
日

758

スポンサードシンポジウム6 14:30～16:30

化膿性汗腺炎教育プログラムHS-SAPPHIREⓇ

「エキスパートの経験から学ぶ化膿性汗腺炎診療」
…………………………………座長：高橋 健造（琉球大名誉教授/国立療養所沖縄愛楽園）

今福 信一（福岡大）
SSY6-1． 化膿性汗腺炎の病態と治療のアップデート 2026

乃村 俊史〈のむら としふみ〉
筑波大学医学医療系皮膚科

SSY6-2． 経験症例から学ぶ化膿性汗腺炎の鑑別診断と重症度評価
山口さやか〈やまぐち さやか〉
琉球大学大学院医学研究科皮膚科学講座

SSY6-3． 化膿性汗腺炎に対する生物学的製剤治療の実践的アプローチ
足立 剛也1,2）〈あだち たけや〉
慶應義塾大学医学部皮膚科学教室1），慶應義塾大学病院アレルギーセンター2）

SSY6-4． Bio時代の化膿性汗腺炎外科治療―戦略的介入の実際―
前川 武雄〈まえかわ たけお〉
自治医科大学附属さいたま医療センター皮膚科

SSY6-5． 痛み・臭い・併存疾患に挑む化膿性汗腺炎治療の実際
葉山 惟大〈はやま これまさ〉
日本大学医学部皮膚科学系皮膚科学分野

共催：一般社団法人日本乾癬学会/ユーシービージャパン株式会社メディカルアフェアーズ本部

イブニングセミナー20 17:50～18:50

アトピー性皮膚炎・乾癬の外用療法Up to date ………座長：谷崎 英昭（関西医大）
渡邉 玲（順天堂大）

ES20-1． アトピー性皮膚炎の病態にもとづいた外用療法を考える～AhR調節と JAK阻害～
中原 剛士〈なかはら たけし〉
九州大学大学院医学研究院皮膚科学分野

ES20-2． 乾癬治療におけるブイタマークリームの効果的な使い方とは
新井 達〈あらい さとる〉
聖路加国際病院皮膚科

共催：鳥居薬品株式会社
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第 3日目 6 月 13 日（土） 第 3会場 2F Room A

モーニングセミナー2 8:00～9:00

皮膚バリア機能低下に対するスキンケア指導～アトピー性皮膚炎・接触皮膚
炎～……………………………座長：石河 晃（東邦大名誉教授）

矢上 晶子（藤田医大ばんたね病院総合アレルギー科）

MS2-1． アトピー性皮膚炎診療を支える日常スキンケア
髙市 美佳〈たかいち みか〉
大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学

MS2-2． 安心して化粧品を使うために：接触皮膚炎診療アップデート
峠岡 理沙〈みねおか りさ〉
藤田医科大学ばんたね病院総合アレルギー科

共催：アクセーヌ株式会社

主催校企画4 9:10～11:10

日本の医療の今とこれから …………………………………座長：松本 和彦（信州大）
古田 淳一（筑波大）

9 : 10～10 : 10
SP4-1． 人口減少下における医師養成のあり方，医師の地域および診療科偏在の是正について

かまやち敏〈かまやち さとし〉
参議院議員

10 : 10～11 : 10
SP4-2． 社会保障と医療政策

眞鍋 馨〈まなべ かおる〉
内閣感染症危機管理統括庁

ランチョンセミナー24 11:20～12:20

美容皮膚診療の土台を支えるIPLと医療脱毛の治療戦略
……………………………………………………………座長：神田 弘貴（三田皮膚科）

LS24-1． 皮膚科診療における IPL治療のポジショニングと実践的活用
山本 晴代〈やまもと はるよ〉
近畿大学病院皮膚科

LS24-2． SPLENDOR Xの実臨床における有用性の検討
春日井一葉〈かすがい かずは〉
かすがい皮膚科

共催：ルミナス・ビー・ジャパン株式会社
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主催校企画6【共通講習必修B：地域医療】 14:30～16:30

開業医・勤務医が考えるそれぞれの医師不足対策
………………………………………………座長：久保 仁美（長野赤十字病院）

後藤 康文（ごとう皮フ科クリニック）

14 : 30～15 : 30
SP6-1． 持続可能な地域医療と医師会の役割―長野県の現況を踏まえて―

若林 透〈わかばやし とおる〉
長野県医師会会長

15 : 30～16 : 30
SP6-2． 人口減少地域における地域医療維持のための課題

福澤 正男〈ふくざわ まさお〉
伊那中央病院皮膚科

イブニングセミナー21 17:50～18:50

ナノサイズ微細水粒子による皮膚バリア機能への作用に迫る―アトピー性皮膚
炎の長期治療への可能性― …………………座長：海老原 全（東京都済生会中央病院）

木村有太子（順天堂大）

ES21-1． 皮膚表皮角層形成過程における水の役割
松井 毅〈まつい たけし〉
東京工科大学応用生物学部化粧品コース皮膚進化細胞生物学研究室

ES21-2． ナノサイズ微細水粒子によるアトピー性皮膚炎モデルマウスにおける炎症とバリア機能
異常への効果

茂木精一郎〈もてぎ せいいちろう〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学

ES21-3． ナノサイズ微細水粒子の長期使用による重症アトピー性皮膚炎患者の症状改善効果
野村 有子〈のむら ゆうこ〉
野村皮膚科医院

共催：株式会社アイシン

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 4会場 1Fアネックスホール 2

モーニングセミナー3 8:00～9:00

皮膚病変から始まるSLE：早期診断と他科連携の重要性
…………………………………………………………………座長：長谷川 稔（福井大）

MS3-1． 皮膚病変から見抜く SLE早期診断と多科連携の実践
小寺 雅也〈こでら まさなり〉
JCHO中京病院皮膚科
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MS3-2． 皮膚所見から捉える SLE全身病態と早期治療戦略の最前線
石井 智徳〈いしい とものり〉
東北医科薬科大学血液リウマチ科

共催：ヴィアトリス製薬合同会社 メディカル・アフェアーズ統括部

教育講演36 9:10～11:10

日常診療に役立つSigns ＆ Symptoms
………………………………オーガナイザー：向井 秀樹（東邦大医療センター大橋病院）

馬場 直子（神奈川県立こども医療センター）

［レベル：Basic／Advanced］
9 : 10～9 : 12 はじめに

9 : 12～9 : 41
EL36-1． Signs＆Symptoms～知っておきたいいくつかのサイン

山本 俊幸〈やまもと としゆき〉
福島県立医科大学皮膚科

9 : 41～10 : 10
EL36-2． 遺伝子がそのかたちを作る Signs＆ Symptoms

久保 亮治〈くぼ あきはる〉
神戸大学大学院医学研究科内科系講座皮膚科学分野

10 : 10～10 : 39
EL36-3． ダーモスコピー所見における Signs＆ Symptoms

外川 八英〈とがわ やえい〉
千葉大学医学部附属病院皮膚科

10 : 39～11 : 08
EL36-4． Signs＆ Symptoms：日常診療に役立つ病理組織所見

安齋 眞一〈あんさい しんいち〉
PCL東京病理・細胞診センター

11 : 08～11 : 10 まとめ

ランチョンセミナー25 11:20～12:20

次世代リフトアップ治療と美白治療の最前線―ユニポーラRFとシステアミンの
臨床応用― ……………………………………座長：秋田 浩孝（藤田医大ばんたね病院）

LS25-1． エネルギーベースデバイスの新たな方向性 「次世代ユニポーラ RFデバイス」による EBD
の動向

Park Ju Hyuk
The Heal Dermatology Clinic

LS25-2． ハイドロキノン依存からの脱却～システアミンによる持続的美白治療戦略
佐治なぎさ〈さじ なぎさ〉
なぎさスキンクリニック尾山台

共催：株式会社 INFIX
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教育講演44 14:30～16:30

指導専門医：皮膚科のサブスペシャルティへの挑戦
…………………………………オーガナイザー：須賀 康（順天堂大浦安病院）

清原 隆宏（関西医大総合医療センター）

［レベル：Advanced］

14 : 30～15 : 00
EL44-1． 美容皮膚科・レーザー指導専門医になるための準備はどうする？

上中智香子1,2）〈かみなか ちかこ〉
公立那賀病院皮膚科1），和歌山県立医科大学皮膚科臨床講師2）

15 : 00～15 : 30
EL44-2． 美容皮膚科・レーザー指導専門医取得で広がる診療の可能性

角田加奈子〈つのだ かなこ〉
岩手医科大学医学部皮膚科学講座

15 : 30～16 : 00
EL44-3． 地方大学から見た皮膚悪性腫瘍指導専門医のリアル

鍬塚 大〈くわつか ゆたか〉
長崎大学病院皮膚科・アレルギー科

16 : 00～16 : 30
EL44-4． 皮膚悪性腫瘍指導専門医に必要な皮膚リンパ腫の知識と経験

藤井 一恭〈ふじい かずやす〉
近畿大学医学部皮膚科

イブニングセミナー22 17:50～18:50

未来がひろがる乾癬治療を． …………座長：鳥居 秀嗣（東京山手メディカルセンター）
朝比奈昭彦（東京慈恵会医大）

ES22-1． 乾癬の内服分子標的薬治療時代のソーティクツⓇのソーティ（想定）使用法は？
山﨑 文和〈やまざき ふみかず〉
東海大学皮膚科，乾癬・アトピーセンター

ES22-2． 乾癬性関節炎の治療における TYK2阻害の役割
加藤 将〈かとう まさる〉
富山大学学術研究部医学系内科学第一講座

共催：ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 5会場 1F Room D

モーニングセミナー4 8:00～9:00

炎症性皮膚疾患における最新の知見 ……………………座長：小宮根真弓（自治医大）

MS4-1． 乾癬から掌蹠膿疱症へ～オテズラが目指す“領域展開”～
田口詩路麻〈たぐち しじま〉
水戸協同病院皮膚科
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MS4-2． 掌蹠膿疱症 Update 2026～病態から治療まで～
八束 和樹〈やつづか かずき〉
愛媛大学大学院医学系研究科皮膚科学

共催：アムジェン株式会社

教育講演37 9:10～11:10

皮膚リンパ腫診療にチャレンジしよう…オーガナイザー：清水 忠道（富山大）
菅谷 誠（国際医療福祉大）

［レベル：Basic／Update］

9 : 10～9 : 40
EL37-1． 日常診療で活用しよう 「皮膚リンパ腫診療ガイドライン 2025」

濱田 利久〈はまだ としひさ〉
国際医療福祉大学皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL37-2． 菌状息肉症早期症例に対する治療

三澤 恵〈みざわ めぐみ〉
富山大学学術研究部医学系皮膚科学

10 : 10～10 : 40
EL37-3． 菌状息肉症進行症例に対する治療（開発中の薬も含む）

宮垣 朝光〈みやがき ともみつ〉
聖マリアンナ医科大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL37-4． 皮膚から見たリンパ腫新分類の方向性

加留部謙之輔〈かるべ けんのすけ〉
名古屋大学大学院医学系研究科臓器病態診断学

ランチョンセミナー26 11:20～12:20

皮膚科から発信する「頭皮ケア」～治療と予防・日常ケアの融合～
………………………………………………………………座長：常深祐一郎（埼玉医大）

LS26-1． マラセチアから読み解く頭皮マイクロバイオームの恒常性と破綻
杉田 隆〈すぎた たかし〉
明治薬科大学微生物学

LS26-2． 頭部そう痒性皮膚疾患をどう診るか―脂漏性皮膚炎を中心とした鑑別と治療最適化―
福山國太郎〈ふくやま くにたろう〉
関西ろうさい病院皮膚科

共催：持田ヘルスケア株式会社
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教育講演45 14:30～16:30

皮膚と食物アレルギー …………………………オーガナイザー：猪又 直子（昭和医大）
千貫 祐子（島根大）

［レベル：Basic／Advanced］

14 : 30～15 : 00
EL45-1． 皮膚とアレルギーマーチ

千貫 祐子〈ちぬき ゆうこ〉
島根大学医学部皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL45-2． 加水分解コムギアレルギーの病態はどこまで分かったのか

中村 亮介1,2）〈なかむら りょうすけ〉
帝京大学薬学部1），国立医薬品食品衛生研究所2）

15 : 30～16 : 00
EL45-3． 小麦アレルギーの抗原解析から考える経皮感作と経消化管感作の違い

松尾 裕彰〈まつお ひろあき〉
広島大学病院薬剤部

16 : 00～16 : 30
EL45-4． 経皮感作による食物アレルギー update

猪又 直子〈いのまた なおこ〉
昭和医科大学医学部皮膚科学講座

イブニングセミナー23 17:50～18:50

尋常性乾癬外用療法における治療戦略…座長：江藤 隆史（あたご皮フ科/東京逓信病院）
大久保ゆかり（東京医大）

ES23-1． 乾癬外用療法の基本に立ち返る～ドボベットⓇフォームの価値は？～
伊藤宏太郎〈いとう こうたろう〉
伊藤皮膚科

ES23-2． 尋常性乾癬外用療法における維持期戦略と頭部病変へのアプローチ
鎌田 昌洋〈かまた まさひろ〉
帝京大学医学部皮膚科学講座

共催：レオファーマ株式会社

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 6会場 1F Room E

教育講演38 9:10～11:10

皮膚科におけるトランスレーショナルリサーチと創薬の可能性
……………………………………………………オーガナイザー：玉井 克人（大阪大）

渡邉 玲（順天堂大）

［レベル：Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL38-1． 重症薬疹の機序解明と創薬の可能性

木村 春奈〈きむら はるな〉
新潟大学医歯学総合病院皮膚科
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9 : 40～10 : 10
EL38-2． 皮膚 resident memory T細胞を標的とした皮膚疾患治療の可能性

渡邉 玲〈わたなべ れい〉
順天堂大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL38-3． サルコイドーシスの疾患機序解明と創薬の可能性

中溝 聡1,2）〈なかみぞ さとし〉
京都大学大学院医学研究科先端医療基盤共同研究講座1），
京都大学大学院医学研究科皮膚科学2）

10 : 40～11 : 10
EL38-4． 外胚葉性間葉系細胞による皮膚発生・再生機序を利用した再生誘導医薬開発

玉井 克人1,2）〈たまい かつと〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科1），株式会社ステムリム2）

ランチョンセミナー27 11:20～12:20

敏感肌サイエンス2026～角層/表皮の最新細胞生物学とその応用～
………………………………………………………………座長：本田 哲也（浜松医大）

LS27-1． 炎症性皮膚疾患における S100タンパク質の役割とその応用
阪口 政清〈さかぐち まさきよ〉
岡山大学学術研究院医歯薬学域細胞生物学分野

LS27-2． バリア機能回復メカニズムとキシリトール
海野 佑樹〈うみの ゆうき〉
株式会社資生堂みらい開発研究所

共催：株式会社資生堂

教育講演46 14:30～16:30

皮膚科とAI …………………………………………オーガナイザー：藤澤 康弘（愛媛大）
大塚 篤司（近畿大）

［レベル：Advanced］

14 : 30～15 : 00
EL46-1． 医療 AI研究開発の新局面：研究開発から実装まで

浜本 隆二〈はまもと りゅうじ〉
国立がん研究センター研究所医療AI研究開発分野

15 : 00～15 : 30
EL46-2． 生成 AI時代の皮膚疾患診断支援：画像と言語を統合する AIの仕組みと展望

清水 昭伸〈しみず あきのぶ〉
東京農工大学大学院工学研究院

15 : 30～16 : 00
EL46-3． 整形領域における生成 AI関連医療機器の開発・実装の現状と研究者が抱える諸問題

安倍雄一郎〈あべ ゆういちろう〉
サッポロメディカルリサーチ

16 : 00～16 : 30
EL46-4． 皮膚科医に必要な生成 AIの基本知識

大塚 篤司〈おおつか あつし〉
近畿大学皮膚科
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イブニングセミナー24 17:50～18:50

子どもから大人のアトピー性皮膚炎治療戦略 …………座長：井川 健（獨協医大）

ES24-1． 小児におけるアトピー性皮膚炎治療戦略～オルミエントで拡がる治療選択肢～
佐藤 絵美〈さとう えみ〉
福岡大学医学部皮膚科学教室

ES24-2． 成人におけるアトピー性皮膚炎治療戦略～オルミエントで拡がる治療選択肢～
勝田 倫江〈かつた みちえ〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座

共催：日本イーライリリー株式会社

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 7会場 2F Room B-1

モーニングセミナー5 8:00～9:00

乾癬診療の戦略を再考する：アンメットニーズと治療選択肢の最適化
…………………………………………………………………座長：多田 弥生（帝京大）

MS5-1． 乾癬治療における局所と全身の境界～治療戦略を決める判断要因～
馬屋原孝恒〈うまやはら たかつね〉
川崎医科大学皮膚科学教室

MS5-2． 乾癬治療ゴールを描く～SDMで広がる選択肢～
橋本 由起〈はしもと ゆき〉
東邦大学医学部皮膚科学講座

共催：武田薬品工業株式会社ジャパンメディカルオフィス

スポンサードシンポジウム5 9:10～11:10

酒 ・アトピー性皮膚炎・結節性痒疹の治療精度を極める
～鑑別診断基準とエンドタイプに基づく治療最適化～
……………………………座長：宮地 良樹（静岡社会健康医学大学院大/京都大名誉教授）

田中 暁生（広島大）
佐藤 貴浩（防衛医大名誉教授）

SSY5-1． 日常診療に潜む肌トラブル：酒 ・赤ら顔を見逃さないための診察・鑑別・検証・治療
のポイント

山﨑 研志〈やまさき けんし〉
ALOOP CLINIC ＆ LAB

SSY5-2． Type2炎症を超えて再考するアトピー性皮膚炎病態―精密医療の実現に向けて―
川崎 洋〈かわさき ひろし〉
慶應義塾大学医学部皮膚科
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SSY5-3． Impact of Prurigo Nodularis-Associated Itch on Daily Life and Optimal Management
Jacek C. Szepietowski1,2）

Division of Dermatology, Venereology and Clinical Immunology, Faculty of Medicine,
Wroclaw University of Science and Technology, Wroclaw, Poland1），Department of
Dermato-Venereology, 4th Military Hospital, Wroclaw, Poland2）

共催：マルホ株式会社 メディカルアフェアーズ部

ランチョンセミナー28 11:20～12:20

フルフェイシャルトリートメントの実際～Nordlys ＆ PicoWay～
…………………………………………………………………座長：大塚 篤司（近畿大）

LS28-1． 色素斑・血管病変・長期減毛薬事承認取得 IPL機器 NordlysⓇによる赤み・しみ治療の実際
中園亜矢子〈なかぞの あやこ〉
なかぞのスキンクリニック博多

LS28-2． PicoWayⓇが切り拓くピコ秒レーザー治療の新展開―色素性疾患治療の最前線
慶田 朋子〈けいだ ともこ〉
銀座ケイスキンクリニック

共催：シネロン・キャンデラ株式会社

スポンサードシンポジウム7 14:30～16:30

アトピー性皮膚炎の病態を理解する―皮膚恒常性とバリア破綻の観点から
……………………………………………………座長：天谷 雅行（慶應義塾大名誉教授）

本田 哲也（浜松医大）

SSY7-1． 皮膚表皮角層バリア形成時に起こる細胞死コルネオトーシス
松井 毅〈まつい たけし〉
東京工科大学応用生物学部化粧品コース

SSY7-2． 角層 pH三層構造による角層恒常性維持機構
福田桂太郎〈ふくだ けいたろう〉
理化学研究所生命医科学研究センター皮膚恒常性研究チーム

SSY7-3． 皮膚細菌叢・クオラムセンシングと皮膚恒常性
松岡 悠美〈まつおか ゆうみ〉
大阪大学免疫学フロンティア研究センター

SSY7-4． Disease modification in atopic dermatitis：Concepts, Evidence, and Future Perspectives
Stephan Weidinger
Department of Dermatology and Allergy, University Hospital Schleswig-Holstein, Kiel,
Germany

共催：ファイザー株式会社 メディカルアフェアーズ部
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イブニングセミナー25 17:50～18:50

脂漏性皮膚炎の基礎と臨床を学ぶ ………座長：大日 輝記（香川大）
五十嵐敦之（いがらし皮膚科東五反田）

ES25-1． 真菌を含む皮膚マイクロバイオームと炎症性皮膚疾患
中島沙恵子〈なかじま さえこ〉
京都大学大学院医学研究科炎症性皮膚疾患創薬講座

ES25-2． 沈思黙考！脂漏性皮膚炎―診断は難し治療も難し・・・
安部 正敏〈あべ まさとし〉
医療法人社団廣仁会札幌皮膚科クリニック

共催：帝國製薬株式会社

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 8会場 2F Room B-2

モーニングセミナー6 8:00～9:00

【ビタミンC最前線】温度応答性スマートナノカプセル（ナノマシン）の化粧品へ
の応用…………………………………………………座長：川田 暁（近畿大名誉教授）

MS6-1． 温度応答性高分子が拓く細胞分離・組織構築・薬物送達の新機軸
長瀬 健一〈ながせ けんいち〉
広島大学大学院医系科学研究科

MS6-2． ナノマシン製剤の尋常性ざ瘡に対する効果の検討
黒川 一郎〈くろかわ いちろう〉
医療法人信和会明和病院皮膚科・にきびセンター

MS6-3． ビタミン C内包ナノマシン技術による次世代化粧品の提案
山本 鴻貴〈やまもと ひろたか〉，伊東 忍，永田 武
株式会社アイ・ティー・オー

共催：株式会社アイ・ティー・オー

教育講演39 9:10～11:10

皮膚科医にできる災害対応 ………オーガナイザー：堀内 義仁（国立駿河療養所）
浅井 俊弥（浅井皮膚科クリニック）

［レベル：Basic］
9 : 10～9 : 11 イントロダクション

9 : 11～9 : 31
EL39-1． 最近の災害医療対応の動向と求められる皮膚科医の関与

本間 正人1,2）〈ほんま まさと〉
鳥取大学医学部救急災害医学分野1），鳥取大学医学部附属病院高度救命救急センター2）
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9 : 31～9 : 51
EL39-2． 日本医師会（JMAT）の被災地支援の実際と皮膚科医の役割

高階謙一郎〈たかしな けんいちろう〉
京都第一赤十字病院救命救急センター

9 : 51～10 : 11
EL39-3． 日本赤十字社の被災地支援の実際

稲田 眞治〈いなだ しんじ〉
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院救急科

10 : 11～10 : 31
EL39-4． ディザスター・コミュニケーションとは

浅井 俊弥〈あさい としや〉
浅井皮膚科クリニック

10 : 31～10 : 41
EL39-5． 被災地の皮膚科ニーズと可能な対応

堀内 義仁〈ほりうち よしひと〉
国立駿河療養所

10 : 41～10 : 51
EL39-6． 皮膚科災害対策委員会報告

堀内 義仁〈ほりうち よしひと〉
国立駿河療養所

10 : 51～11 : 10 総合討論

ランチョンセミナー29 11:20～12:20

紫外線治療最前線～エキシマライト＆紫外線レーザー治療のアップデート
…………………………………………………………………座長：奥山 隆平（信州大）

LS29-1． エキシマライトおよび 311nmレーザーによる紫外線療法
久保田智樹〈くぼた さとき〉
勝田台クリニック

LS29-2． ターゲット型エキシマライトによる当院の治療戦略
後藤 康文〈ごとう やすふみ〉
医療法人わかくさ会ごとう皮フ科クリニック

共催：株式会社アブソルート

教育講演47 14:30～16:30

皮膚がんへの免疫チェックポイント阻害薬による最新治療―基礎から臨床ま
で― ……………………………オーガナイザー：中村 泰大（埼玉医大国際医療センター）

猪爪 隆史（千葉大）

［レベル：Advanced］

14 : 30～15 : 00
EL47-1． Immunotherapy for skin cancers in Europe：Current Landscape and Future Directions

Dirk Schadendorf
Dermatology, University of Duisburg-Essen University Medicine Essen, Essen

15 : 00～15 : 30
EL47-2． わが国における免疫チェックポイント阻害薬を用いたメラノーマ治療の現状と展望

並川健二郎〈なみかわ けんじろう〉
国立がん研究センター中央病院皮膚腫瘍科
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15 : 30～16 : 00
EL47-3． 本邦における免疫チェックポイント阻害薬を用いた非メラノーマ皮膚がん治療の現状と

展望
舩越 建〈ふなこし たける〉
慶應義塾大学医学部皮膚科

16 : 00～16 : 30
EL47-4． 末梢血中がん反応性 T細胞の同定とその分化動態に基づく免疫チェックポイント阻害薬

治療効果予測
谷口 智憲1,2,3）〈やぐち とものり〉
京都大学大学院医学研究科がん免疫総合研究センター免疫代謝研究講座1），
京都大学大学院医学研究科がん免疫総合研究センター免疫ゲノム医学講座2），
京都大学大学院医学研究科がん免疫PDT研究講座3）

イブニングセミナー26 17:50～18:50

IL-17受容体抗体の可能性～患者さんに適した治療戦略を探る～
…………………………………座長：高橋 健造（琉球大名誉教授/国立療養所沖縄愛楽園）

柴田 彩（東京大）

ES26-1． OPEN the future of PPP treatment
井汲 菜摘〈いくみ なつみ〉
日本大学医学部皮膚科学系皮膚科学分野

ES26-2． 乾癬の疾病負荷と治療目標を再考する―IL-17を標的とした治療における早期 PASIクリア
の意義

阿部名美子〈あべ なみこ〉
東京医科大学皮膚科学分野

共催：協和キリン株式会社

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 9会場 1F Room C-1

モーニングセミナー7 8:00～9:00

難治性潰瘍治療の新たな選択肢―PRP療法の有用性と実臨床
…………………………………………………………座長：中西 健史（明治国際医療大）

MS7-1． 皮膚潰瘍治療の新しい選択肢～オートロジェルシステムを用いた PRP療法の実際～
能登 舞〈のと まい〉
秋田大学皮膚科

MS7-2． 一般外来で活かすオートロジェルシステム：壊疽に至った抗セントロメア抗体陽性患者
の使用例

永井 美貴〈ながい みき〉
岐阜県総合医療センター皮膚科

共催：ロート製薬株式会社
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教育講演40 9:10～11:10

非メラノーマの皮膚悪性腫瘍の診断と治療
………………………………オーガナイザー：天野 正宏（宮崎大名誉教授，古賀総合病院）

久保 宜明（徳島大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL40-1． 基底細胞癌

帆足 俊彦〈ほあし としひこ〉
日本医科大学皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL40-2． 有棘細胞癌の治療アップデート～ガイドライン改訂ポイントを踏まえて～

高井 利浩〈たかい としひろ〉
兵庫県立がんセンター皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL40-3． 乳房外パジェット病

緒方 大〈おがた だい〉
宮崎大学医学部感覚運動医学講座皮膚科学

10 : 40～11 : 10
EL40-4． 隆起性皮膚線維肉腫の病態・診断・治療

梶原 一亨〈かじはら いっこう〉
熊本大学皮膚科

ランチョンセミナー30 11:20～12:20

レーザーを用いた良性色素性病変・血管病変治療の最適解
～エキスパートによる検証～ ……………………………座長：中野 俊二（中野医院）

LS30-1． このシミ 1回でとれますか？
境 哲平〈さかい てっぺい〉
境クリニック皮膚科・美容皮膚科

LS30-2． 血管病変治療における Long-Pulsed Nd：YAGレーザーの役割
野田 真史〈のだ しんじ〉
池袋駅前のだ皮膚科

共催：サイノシュアー・ルートロニック株式会社

教育講演48 14:30～16:30

皮膚科の医学史（第3回）………オーガナイザー：吉川 邦彦（大阪大名誉教授）
中川 浩一（大阪府済生会富田林病院）

［レベル：Basic］
14 : 30～14 : 35 本邦皮膚科学の足跡を辿る会の趣旨について

14 : 35～15 : 03
EL48-1． 「皆見省吾賞」創設の背景

佐藤 裕〈さとう ひろし〉
九州大学医学部医学歴史館



プ
ロ
グ
ラ
ム

６
月
１３
日

772

15 : 03～15 : 31
EL48-2． 我が国におけるメラニン色素と色素異常症の研究

富田 靖〈とみた やすし〉
名古屋大学名誉教授

15 : 31～15 : 59
EL48-3． 日本におけるハンセン病研究と診療の歴史

石井 則久〈いしい のりひさ〉
国立療養所多磨全生園

15 : 59～16 : 27
EL48-4． 北村包彦先生の生涯

入澤 亮吉〈いりさわ りょうきち〉
東京医科大学皮膚科学分野

16 : 27～16 : 30 まとめと今後の展望

イブニングセミナー27 17:50～18:50

乾癬診療の守破離～患者に応じた最適な治療戦略とは～
…………………………………………座長：西田 絵美（名古屋市立大西部医療センター）

澤田 雄宇（産業医大）

ES27-1． チルドラキズマブで始める乾癬バイオ治療
萩野 哲平〈はぎの てっぺい〉
日本医科大学千葉北総病院皮膚科

ES27-2． 高齢化社会における乾癬治療の再考―併存疾患と長期安全性の観点から―
高村さおり〈たかむら さおり〉
埼玉医科大学総合医療センター皮膚科

共催：サンファーマ株式会社

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 10会場 1F Room C-2

モーニングセミナー8 8:00～9:00
座長：青山 裕美（川崎医大）

MS8． 痒み治療の薬物療法～今，ノイロトロピンのポジショニングを再考する～
千貫 祐子〈ちぬき ゆうこ〉
島根大学医学部皮膚科

共催：日本臓器製薬株式会社

学生・研修医発表セッション1 9:10～11:10
コーディネーター：御子柴飛鳥（信州大）

枝光 智大（信州大）
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ランチョンセミナー31 11:20～12:20

肉芽を伴う巻き爪および爪甲鉤彎症に対する治療アプローチ
……………………………………座長：山口 健一（爪と皮膚の診療所形成外科・皮膚科）

椋本 祥子（COSMOSクリニック）

LS31-1． 爪母温存を重視した易出血性肉芽合併陥入爪の保存的治療
椋本 祥子〈むくもと しょうこ〉
COSMOSクリニック

LS31-2． 皮膚科クリニックにおける爪治療とフットケアの実際
二神 綾子〈ふたがみ あやこ〉
医療法人社団路是りくぎえん皮膚科

LS31-3． 爪甲鉤彎症に対するネイルリストア法について
山口 健一〈やまぐち けんいち〉
爪と皮膚の診療所形成外科・皮膚科

共催：株式会社ペディグラス

教育講演49 14:30～16:30

自らが輝く道を作ろう～わたしのキャリアを聞いてみて～
…………………………………オーガナイザー：馬屋原孝恒（川崎医大）

林 周次郎（獨協医大埼玉医療センター）

［レベル：Basic／Advanced］
14 : 30～14 : 35 開会の挨拶

14 : 35～15 : 30
EL49-1． 義務年限という回り道の先にある皮膚科学

佐々木奈津子〈ささき なつこ〉
産業医科大学皮膚科

聞き手 1
角 総一郎〈かど そういちろう〉
自治医科大学

聞き手 2
能登 舞〈のと まい〉
秋田大学

15 : 30～16 : 25
EL49-2． 臨床家として研究を続ける意義―モチベーションの維持と人との縁―

古賀 浩嗣〈こが ひろし〉
久留米大学医学部皮膚科学講座

聞き手 1
澤田 雄宇〈さわだ ゆう〉
産業医科大学

聞き手 2
渡邊 友也〈わたなべ ともや〉
横浜市立大学
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16 : 25～16 : 30 閉会の挨拶
多田 弥生〈ただ やよい〉
帝京大学

学生・研修医発表セッション2 17:50～18:50
オーガナイザー：御子柴飛鳥（信州大）

枝光 智大（信州大）

学生 2． 皮膚科医のキャリアプラン
古賀 弘志〈こが ひろし〉
北戸田アルプス皮フ科

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 11会場 1F Room 157

モーニングセミナー9 8:00～9:00

バイオシミラーの使用促進に向けた取り組み …………座長：古賀 浩嗣（久留米大）
山中 恵一（三重大）

MS9-1． バイオシミラーを奨める前に必ず知っておきたいこと―富士製薬工業はドラッグストア
にあらず！

安部 正敏〈あべ まさとし〉
医療法人社団廣仁会札幌皮膚科クリニック

MS9-2． ますます重要になりそうなウステキヌマブ BS～高額療養費制度の行方と患者負担～
安田 正人〈やすだ まさひと〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学

共催：富士製薬工業株式会社

教育講演41 9:10～11:10

母斑症診療の最前線………………………オーガナイザー：朝比奈昭彦（東京慈恵会医大）
吉田 雄一（鳥取大）

［レベル：Basic／Advanced／Update］

9 : 10～9 : 40
EL41-1． NF1 遺伝子の変異と表現型の相関について

筒井 ゆき〈つつい ゆき〉，今福 信一
福岡大学医学部皮膚科学教室

9 : 40～10 : 10
EL41-2． 神経線維腫症 1型―分子標的治療時代のマネジメント最前線―

延山 嘉眞〈のべやま よしまさ〉
東京慈恵会医科大学皮膚科学講座
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10 : 10～10 : 40
EL41-3． 結節性硬化症の診療と皮膚病変の治療 過去から未来へ

金田 眞理〈かねだ まり〉
大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻神経皮膚症候群の治療法の開発と病態解析学
寄附講座

10 : 40～11 : 10
EL41-4． 脈管奇形を伴う母斑症

神人 正寿〈じんにん まさとし〉
和歌山県立医科大学皮膚科

ランチョンセミナー32 11:20～12:20

IPLとニードルRFの可能性を再定義する：効果を最大化するアプローチ
…………………………………………………座長：川島 眞（東京女子医大名誉教授）

LS32-1． ルメッカの有用性について～IPLの使用における工夫と新たな可能性の開拓～
崎尾 怜子1,2）〈さきお れいこ〉
表参道レジュバメディカルクリニック1），MiSAクリニック六本木本院2）

LS32-2． マイクロニードル RF併用によるたるみ治療経験
梁川 厚子〈やながわ あつこ〉
ヤナガワクリニック

共催：インモード・ジャパン株式会社

教育講演50 14:30～16:30

乾癬の病態アップデート ………………………オーガナイザー：小宮根真弓（自治医大）
馬渕 智生（東海大）

［レベル：Advanced］

14 : 30～15 : 00
EL50-1． 乾癬の病態における AhRの役割

辻 学1,2）〈つじ がく〉
九州大学病院油症ダイオキシン研究診療センター1），九州大学病院皮膚科2）

15 : 00～15 : 30
EL50-2． 膿疱性乾癬に先行する尋常性乾癬は本当に尋常性乾癬か？

岸本 恵美〈きしもと めぐみ〉
自治医科大学皮膚科学講座

15 : 30～16 : 00
EL50-3． 乾癬におけるエピジェネティクス

柴田 彩〈しばた さやか〉
東京大学大学院医学系研究科皮膚科

16 : 00～16 : 30
EL50-4． 乾癬の併存疾患

山中 恵一〈やまなか けいいち〉
三重大学大学院医学系研究科皮膚科
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イブニングセミナー28 17:50～18:50

UVBとUVA1光線療法で広がる適応疾患円形脱毛症，悪性リンパ腫など
……………………………………………………………座長：森田 明理（名古屋市立大）

多田 弥生（帝京大）

ES28-1． 三方よしの紫外線治療器～セラビームⓇmini LED～
栗山 裕子1,2,3）〈くりやま ゆうこ〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科1），早稲田の杜スキンクリニック2），大手町皮膚科3）

ES28-2． セラビーム UVA1を採り入れた皮膚リンパ腫治療の実際
米倉健太郎〈よねくら けんたろう〉
公益財団法人慈愛会今村総合病院皮膚科

共催：ウシオ電機株式会社

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 12会場 B2Fプリンスホール

教育講演42 9:10～11:10

色素異常症：病変部皮膚色が健常部とcolor matchするために
………………………………………………オーガナイザー：大磯 直毅（近畿大奈良病院）

種村 篤（山形大）

［レベル：Basic／Advanced］

9 : 10～9 : 40
EL42-1． 健常皮膚色形成機序：健常範囲の多様性

大磯 直毅〈おおいそ なおき〉
近畿大学奈良病院皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL42-2． 色素増強症と色素脱失症：病態と color matchを考慮した治療

種村 篤〈たねむら あつし〉
山形大学医学部皮膚科学講座

10 : 10～10 : 40
EL42-3． 色素幹細胞から後天的色素脱失，色素再生，悪性化との関わりを読み解く

西村 栄美〈にしむら えみ〉
東京大学医科学研究所老化再生生物学分野

10 : 40～11 : 10
EL42-4． 美白化粧品有効成分の作用メカニズムと color matchデザインに向けた新しい美白コンセ

プト
安藤 秀哉〈あんどう ひでや〉
岡山理科大学生命科学部生物科学科
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ランチョンセミナー33 11:20～12:20

炭酸ガスの皮膚調節機能を活用したセラミドケアの新たな展開
…………………………………………………………………座長：波多野 豊（大分大）

LS33-1． 炭酸ガスが皮膚にもたらす生理学的変化とそのメカニズム
原田 涼子〈はらだ りょうこ〉
花王株式会社スキンビューティ第1研究所

LS33-2． 乾燥肌の隠れた は血流と発汗―炭酸ガス併用によるセラミドケアの効果拡張―
室田 浩之〈むろた ひろゆき〉
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科皮膚病態学分野

共催：花王株式会社

教育講演51 14:30～16:30

アトピー性皮膚炎の病態理解 …………………オーガナイザー：井川 健（獨協医大）
森実 真（岡山大）

［レベル：Advanced］

14 : 30～15 : 00
EL51-1． アトピー性皮膚炎における皮膚バリアの多様性―病態軸としての再考―

川崎 洋〈かわさき ひろし〉
慶應義塾大学医学部皮膚科

15 : 00～15 : 30
EL51-2． アトピー性皮膚炎における 2型炎症

益田 浩司〈ますだ こうじ〉
京都府立医科大学

15 : 30～16 : 00
EL51-3． AD痒み

冨永 光俊1,2,3）〈とみなが みつとし〉
順天堂大学大学院医学研究科環境医学研究所1），順天堂かゆみ研究センター2），
順天堂大学大学院医学研究科皮膚抗加齢再生医学講座3）

16 : 00～16 : 30 総合討論

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 13会場 B2Fゴールドルーム

教育実習セミナー『皮膚病理』「水疱症・膿疱症，脱毛症」 14:30～16:30
オーガナイザー：種瀬 啓士（東邦大大森病院）

高井 利浩（兵庫県立がんセンター）

ETS4-1． はじめての水疱症・膿疱症
藤田 靖幸〈ふじた やすゆき〉
旭川医科大学皮膚科学講座

ETS4-2． 脱毛症
木下 美咲〈きのした みさき〉
杏林大学皮膚科
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第 3日目 6 月 13 日（土） 第 14会場 5F Room 510

教育実習セミナー『皮膚外科』ベーシックコース 8:40～11:00
オーガナイザー：大原 國章（赤坂虎の門クリニック）

金子 高英（順天堂大浦安病院）

技術協力：ジョンソン・エンド・ジョンソン サージェリー事業本部

教育実習セミナー『皮膚外科』アドバンスコース 14:10～16:30
オーガナイザー：竹之内辰也（新潟県立がんセンター新潟病院）

金子 高英（順天堂大浦安病院）

技術協力：ジョンソン・エンド・ジョンソン サージェリー事業本部

第 3日目 6 月 13 日（土） 第 15会場 2F Room K

主催校企画5 11:20～12:20

JSIDセッション：研究が見せる新しい景色：キャリアも世界も広がる！
………………………………………………………オーガナイザー：大山 学（杏林大）

久保 亮治（神戸大）

［レベル：Basic］
11 : 20～11 : 23 オープニングトーク

大山 学〈おおやま まなぶ〉
杏林大

11 : 23～11 : 38
SP5-1． 共同研究，きさらぎ塾で広がる世界

木村 春奈〈きむら はるな〉
新潟大学医歯学総合病院皮膚科

11 : 38～11 : 53
SP5-2． 米国マウントサイナイ医科大学での留学生活を通じて得た新たな視野とつながり

入來 景悟1,2）〈いりき ひさと〉
理化学研究所生命医科学研究センター皮膚恒常性研究チーム1），
慶應義塾大学医学部皮膚科学教室2）
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11 : 53～12 : 17 パネルディスカッション JSID若手セミナー委員が語る研究のあれこれ
司会
福本 毅（京都府立医科大学大学院医学研究科皮膚科学）
パネリスト
酒井 貴史（大分大学医学部皮膚科学講座）
吉岡 華子（大阪大学医学系研究科皮膚科）
内山 明彦（群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学）
木下 美咲（杏林大学医学部皮膚科学教室）

12 : 17～12 : 20 クロージングトーク
久保 亮治〈くぼ あきはる〉
神戸大




